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一



衆
議
院
議
員
林
百
郞
君
提
出
車
両
産
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の
電
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当
適
正
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関
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質
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に
対
す
る
答
弁
書

一

産
業
用
電
力
の
う
ち
、
大
口
電
力(

契
約
容
量
五
〇
〇
キ
ロ
ワ
ツ
ト
以
上)

に
つ
い
て
は
、
経
済
安
定
本
部
の
定
め
る
業

種
別
割
当
電
力
量
の
範
囲
内
で
、
各
産
業
の
主
務
官
庁
が
工
場
別
仮
割
当
を
、
こ
れ
に
基
き
地
方
通
商
産
業
局
が
本
割
当

を
行
う
こ
と
と
な
つ
て
お
り
、
小
口
電
力(

契
約
電
力
五
〇
〇
キ
ロ
ワ
ツ
ト
未
満)

に
つ
い
て
は
、
通
商
産
業
大
臣
が
業
種

別
に
定
め
る
使
用
基
準
に
基
き
、
割
当
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
つ
て
い
る
。

二

昨
年
十
二
月
十
三
日
か
ら
新
電
気
料
金
制
が
実
施
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
際
は
、
第
三
・
四
半
期
の
割
当
を
そ
の

ま
ま
踏
襲
し
各
産
業
の
割
当
電
力
量
の
増
減
を
行
つ
た
こ
と
は
な
い
。

第
四
・
四
半
期
の
電
力
割
当
計
画
に
つ
い
て
は
、
大
口
及
び
小
口
電
力
の
均
衡
を
計
り
、
策
定
し
、
従
つ
て
小
口
電
力

の
割
当
量
を
削
減
し
て
大
口
電
力
を
増
加
し
て
は
い
な
い
。
し
か
し
従
来
は
基
本
割
当
に
対
し
相
当
量
の
追
加
割
当
が
行

わ
れ
て
い
た
が
、
大
口
及
び
小
口
を
通
じ
新
電
気
料
金
制
実
施
後
、
こ
れ
を
行
い
得
ぬ
こ
と
と
な
つ
た
の
で
、
従
来
の
追

加
割
当
を
加
算
し
た
割
当
量
に
比
較
し
て
、
割
当
量
が
削
減
さ
れ
た
如
く
考
え
る
向
き
が
多
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

三



る
。

三

な
お
、
小
口
電
力
の
個
々
の
需
要
家
に
対
す
る
一
定
の
使
用
基
準
に
基
く
割
当
方
法
は
、
従
前
は
地
方
通
産
局
の
追
加

割
当
に
よ
り
、
調
整
運
用
さ
れ
て
い
た
が
、
追
加
割
当
を
行
い
得
ぬ
こ
と
と
な
つ
た
新
料
金
制
の
下
に
お
い
て
は
、
検
討

を
要
す
べ
き
点
が
多
々
あ
つ
た
の
で
、
第
一
・
四
半
期
よ
り
は
使
用
基
準
に
基
く
割
当
方
法
を
廃
止
し
、
各
需
要
家
の
前

年
同
期
の
使
用
実
績
に
特
定
の
調
整
係
数
を
乘
じ
、
割
当
量
を
決
定
す
る
実
績
主
義
に
改
め
、
も
つ
て
割
当
の
適
正
を
期

す
る
こ
と
と
し
た
。

な
お
、
車
両
工
業
育
成
の
具
体
的
対
策
に
つ
い
て
は
追
つ
て
答
弁
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

右
答
弁
す
る
。
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を
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一



衆
議
院
議
員
林
百
郞
君
提
出
車
両
産
業
の
電
力
割
当
適
正
化
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
追
加
答
弁
書

現
下
の
車
両
工
業
の
生
産
能
力
は
戰
後
の
わ
が
国
産
業
構
造
の
変
化
並
び
に
中
国
市
場
の
喪
失
等
の
影
響
を
受
け
、
総
体

的
に
は
比
較
的
過
剩
と
な
つ
て
お
り
、
今
後
の
業
界
の
推
移
も
急
速
に
好
転
す
る
よ
う
に
は
考
え
ら
れ
な
い
の
で
業
界
に
対

し
て
は
大
体
こ
の
程
度
の
見
透
し
に
従
つ
て
企
業
合
理
化
を
促
進
す
る
よ
う
し
よ
う

、

、

、

よ
う
し
、
昭
和
二
十
四
年
度
に
お
い
て

は
平
均
三
割
程
度
の
人
員
整
理
が
行
わ
れ
た
。

更
に
機
械
設
備
、
生
産
行
程
、
技
術
部
面
等
に
お
け
る
合
理
化
を
促
進
し
、
コ
ス
ト
の
切
り
下
げ
を
計
る
よ
う
努
力
さ
せ

て
お
る
。
な
お
依
存
度
の
高
い
国
鉄
に
対
し
て
は
、
そ
の
発
註
を
増
加
す
る
よ
う
努
力
し
て
い
る
次
第
で
あ
る
が
同
時
に
そ

の
発
註
方
法
に
つ
い
て
も
公
開
入
札
の
弊
を
防
止
す
る
た
め
、
業
者
の
生
産
能
力
、
経
験
、
技
術
等
を
勘
案
し
て
決
定
す
る

よ
う
指
導
し
て
い
る
。

又
私
鉄
の
発
註
に
対
し
て
は
、
特
に
業
者
の
競
争
が
激
烈
な
る
に
か
ん
が
み
、
不
当
の
ダ
ン
ピ
ン
グ
等
に
よ
る
競
争
を
防

止
す
る
よ
う
常
に
注
意
を
し
て
る
次
第
で
あ
る
。

三



次
に
輸
出
面
に
つ
い
て
は
、
海
外
市
場
の
調
査
、
業
界
人
の
海
外
派
遣
等
積
極
的
に
転
出
市
場
の
開
拓
に
努
め
て
い
る
。

右
答
弁
す
る
。

四


